
【取組内容】 情報技術に関する技能の習得

さいたま市立木崎中学校【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では朝の１０分間に「朝チャレンジ」という時間を設けている。
学習に関する目標を学期ごとに生徒自身が立てて、実施していく時間で
ある。読書、ワークといった端末を使わないものや、タイピング技能向
上やプログラミングソフトの操作等、端末を使ったものも含まれる。
１１月にはこの時間を活用し、タイピングの大会を一週間にわたって

開催した。タイプ数の記録をMicrosoftFormsで収集し、ポイントが上位の
生徒は昇降口に掲載した。生徒だけではなく、職員も参加した。実施期
間中は昼休みに自主的に練習する生徒も見られた。

今年度からの取組であって、端末の操作というよりは自分で目標を立
てて実施するという姿勢を重視したため、端末の操作技能の向上につい
ては課題が残った。
来年度は上記のようなタイピングの大会を定期的に行うなど、端末を

使ったイベントをさらに開催し、生徒がタイピング能力等の端末を活用
する技能向上につなげていきたい。
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